
て

新

つ

たな世界遺産の現状、そして

候補地の検討をめぐ'

父母道
ギ
膝工

くど う ・ふ ぽ み ち
プロジェク ト"ワール ド・ヘリティッジ"総 括

(社)日 本 ユネス コ協会連盟評議員

要

旨世
界
遺
産

の
多
く
に
何
ら
か
の
危
機
が
及
ん
で
い

る
。
中
で
も
武
力
紛
争
、
災
害
、
開
発
な
ど
に
よ

っ

て
深
刻
な
事
態

に
陥

っ
て
い
る
遺
産
も
多
い
。
そ
う

し
た
事
態
に
、
私
た
ち
の
国
が
直
接

・
間
接
に
か
か

わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
文
化
遺
産

の
重
要
性
と
共

に
、
ま
ず
、
そ
の
こ
と
を
取
り
上
げ

た
。
そ
の
上

で
、
今
回
の
世
界
自
然
遺
産
候
補
地

の

検
討
を
あ
ぐ

っ
て
、
そ
の
検
討
資
料
や
議
論

の
過
程

を
検
証
し
、
将
来
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
り
は
し

な
か

っ
た
か
と
い
う
危
惧
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
ま

た
、
推
薦
さ
れ
た

「知
床
」
に
つ
い
て
も
、
登
録
さ

れ
た
場
合
に
予
見
さ
れ
る
い
く

つ
か
の
懸
念

に
つ
い

て
触
れ
て
お
い
た
。

一
、
世
界
遺
産

の
現
状

危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
世
界
遺
産

顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
の
あ
る
遺
産
を
、
人
類
共
有
の

も
の
と
し
て
国
家
や
民
族
を
超
え
、
国
際
的
な
協
力
に
よ
っ

て
守
ろ
う
と
生
ま
れ
た
の
が
世
界
遺
産
だ
。

そ
の
世
界
遺
産
の
多
く
に
、
今
、
様
々
な
危
機
が
及
ん

で
い
る
。
中
で
も
、
重
大
か
つ
特
別
な

「
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
世
界
遺
産
」
(以
下
、
危
機
遺
産
)
は
、
「
世
界

遺
産
リ
ス
ト
」
と
は
別
に

「危
機
遺
産
リ
ス
ト
」
に
記
載

し
、
世
界
に
注
意
が
喚
起
さ
れ
る
。
二
〇
〇
三
年
十
二
月

現
在
七
五
四
あ
る
世
界
遺
産
の
う
ち
、
三
五
ヵ
所
が
こ
の

危
機
遺
産

(註
1
)
と
な

っ
て
い
る
。

特
に
深
刻
な
の
は
、
戦
争
や
内
戦
な
ど
の
武
力
紛
争
に

よ
る
被
害
だ
。

ニ
ジ

ェ
ー
ル
の

「
ア
イ
ル
と
テ
ネ
レ
の
自

然
保
護
区
群
」
で
は
、
多
く
の
野
生
動
物
が
殺
さ
れ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の

「
ア
ン
コ
ー
ル
」
で
も
遺
跡
群
が
荒
れ
放
題

と
な

っ
た
。
災
害
、
開
発
な
ど
も
切
実
だ
。
オ
マ
ー
ン
の

「
バ
ハ
ラ
城
塞
」

で
は
、
長
年
の
風
雨
に
よ
る
風
化
や
浸

食
で

一
部
が
崩
壊
し
、

マ
リ
の

「
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
」
で
は
、

サ
ハ
ラ
砂
漠
の
流
砂
や
飛
砂
で
埋
没
の
危
機
に
あ
る
。

エ
ク
ア
ド
ル
の

「
サ
ン
ガ
イ
国
立
公
園
」
で
は
、
ア
ン

デ
ス
高
地
か
ら
ア
マ
ゾ

ン
側

へ
抜
け
る
山
岳
道
路
の
建
設

で
、
ア
マ
ゾ

ン
源
流
域
の
生
態
系
が
大
き
な
危
機
に
直
面

し
た
。
現
場
の
保
護
官
ら
は
、
農
家
の
軒
先
を
借
り
た
り
、

野
宿
を
し
な
が
ら
巡
視
に
あ
た

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
私
た

ち
は
、
現
地
に
小
さ
い
が
寝
泊
ま
り
も
で
き
る
管
理
事
務

所
の
建
設
を
支
援
し
た
。
こ
の
道
路
建
設
は
、
国
際
機
関

か
ら
の
勧
告
も
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
休
止
状
態
に
あ
る
。

危
…機
遺
産
リ
ス
ト
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
深
刻

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
世
界
遺
産
も
多
い
。
そ
う
し
た
現

場
に
は
人
知
れ
ず
、
生
涯
を
か
け
て
、
あ
る
い
は
命
懸
け

で
保
全
や
修
復

に
取
り
組
ん
で
い
る
人
々
が
数
多
く
い
る
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ド
ナ
ウ
河
畔
に
あ
る

「
ス
レ
バ
ル
ナ
自

然
保
護
区
」

で
は
、
環
境

・
水
省
の
現
場

の
責
任
者
イ
ワ

サ ンガ イ国 立 公 園(エ ク ア ドル)

サ ンガイ山(5,230m)は 、 氷河 と雪 に よ って 白

く輝 くが活火 山である。以前 はアマ ゾン側か ら見

ると、真 っ赤 な溶岩流 が観 測で きた。 ア ンデス高

地 か らアマ ゾン源流域 へ抜 け る山岳道路 の開削 が

原因で危機遺 産の一 っ とな ってい る。
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ン

・
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
が
、
密
漁
者
や
放
牧
地

の
拡
大
を
狙

う
人
た
ち
の
度
重
な
る
圧
力
で
命
を
失

っ
て
し
ま

っ
た
。

ま
だ
三
九
歳
の
若
さ
で
あ

っ
た
。

ブ
ラ
ジ

ル
の

「
カ
ピ
バ
ラ
山
地
国
立
公
園
」
に
は
、

一

万
二
千
年
か
ら
六
千
年
前
に
描
か
れ
た
お
び
た
だ
し
い
数

の
岩
絵
が
残
る
。
こ
こ
で
は
、
文
字
通
り
生
涯
を
か
け
て

活
動
を
続
け
る
女
性
考
古
学
者
の
ニ
エ
デ

・
ギ
ド
ン
が
、

若
い
時
か
ら
四
十
年
近
く
に
わ
た
り
遺
産
の
保
全
に
あ
た

る

一
方

で
、
学
校
や
職
業
訓
練
所
、
ホ
テ
ル
づ
く
り
な
ど

を
す
す
め
て
い
る
。
地
元
の
人
々
の
社
会
的

・
経
済
的
自

立
な
し
に
、
密
猟
や
盗
伐
、
盗
掘
な
ど
の
問
題
が
解
決
し

な
い
厳
し
い
現
実
が
あ
る
か
ら
だ
。

世

界

遺

産

の
新

し

い
視

点

世

界

遺

産

の
新

し

い
視

点

の

一
つ
は
、

そ

れ

ま

で

の
遺

産

に
対

す

る
考

え

方

で
あ

る

"先

人

の
偉

業

"

や
、

"素

晴

ら

し

い

も

の
"

だ

け

で

は
な

い
と
世

界

に
示

し

た

こ
と

だ

。

例

え

ば

、

ナ

チ

ス

ド

イ

ッ

に

よ

る

ポ

ー

ラ

ン

ド

の

カ ピバ ラ 山地 国立 公 園(ブ ラ ジル)

考古学者 ニエデ ・ギ ドンは、毎朝、調査 に出か け

る折 に、必ず蜜源樹 となる苗 を車 に積んで現場 に

植 えて くる。彼女 が建て た職業訓練所 に通 う子 ど

もたちが、将来、密猟者 や盗伐者 にな らぬよう、

養蜂、木工、陶器 づ くりなどで自活の道を目指す。

「
ア

ウ

シ

ュ
ヴ

ィ

ッ

ツ
強

制
収

容

所

」
、

日
本

の

「
広
島

平

和

記
念

碑

(原

爆

ド

ー

ム
)
」
、

奴

隷

貿

易

の
拠

点

の

一
つ

だ

っ
た

セ
ネ

ガ

ル
の

「
ゴ

レ
島

」

な

ど

。

ボ

リ

ビ

ア
に

「
ポ

ト

シ
市

街

」

が

あ

る
。

か

つ
て
、

掘

り

出

さ

れ

た
膨

大

な
銀

に

よ

っ
て
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に
莫

大

な

富

を

も

た

ら

し

た
採

鉱
都

市

で
あ

る
。

当
時
、

ヨ
ー

ロ

ッ

パ

の
人

々

は
、

こ

の
銀
山

を

"富

め

る
丘

"

と

呼

ん
だ

。

片

や

先

住

民

は

、

こ

の
同

じ
山

を

恨

み
を

込

め
、

"
人

を

食

う

山

"

と

呼

ん

だ
。

こ
の
鉱

山

で
、

鉱

山

労

働

者

と

し

て
働

か

さ

れ

た

数

百

万

人

の

ア

ン
デ

ス
高

地

の
先

住

民

や

黒

人

奴

隷

が

亡

く

な

っ
た

か

ら

だ
。

歴

史

は
常

に
多

重

な

構
造

を
持

つ
。

例

え

ば
、

コ

ロ

ン

　

　

ブ

ス
の
新
大
陸
到
達
以
降
、
も
た
ら
さ
れ
た
中

・
南
米
の

文
化
遺
産
の
数
々
は
、
欧
米
史
観
か
ら
す
る
と

"正
の
遺

産
"
で
も
、
先
住
民
や
黒
人
奴
隷
に
と

っ
て
は
略
奪
と
隷

属
を
象
徴
す
る

"負
の
遺
産
"
に
他
な
ら
な
い
。

人
類
の
遺
産
と
い
う
と
、
何
か
素
晴
ら
し
い
も
の
の
よ

う
に
の
み
捉
え
が
ち
だ
。
し
か
し
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、

そ
う
し
た
裏
面
を
併
せ
持

つ
。
万
里
の
長
城
や
エ
ジ
プ
ト

の
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
を
見
た
時
に
、
素
朴
に
感
動
す
る
と
同
時

に
、
そ
れ
を
造
ら
さ
れ
た
側
に
も
思
い
を
い
た
す
よ
う
な
、

そ
ん
な
た
お
や
か
な
歴
史
観
を
持
ち
た
い
も
の
だ
。

世
界
遺
産
は
、
国
家
や
民
族
を
超
え
、
自
然
や
文
化
の

多
様
性
を
理
解
し
、
歴
史
の
多
重
性
を
客
観
的
に
複
眼
視

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
。
そ
の
尊
重
な
く

し
て
私
た
ち
の
未
来
は
な
い
か
ら
だ
。

世
界
遺
産
の
現
場
で
日
本
が
か
か
わ
る
こ
と

世
界
遺
産
の
現
場
で
日
本
が
直
接

・
間
接
に
関
わ
る
問

題
も
多
い
。
メ
キ
シ
コ
の

「
エ
ル

・
ビ
ス
カ
イ
ノ
の
ク
ジ

ラ
保
護
区
」
に
は
、
日
本
と
の
合
弁
企
業
に
よ
る
世
界
最

大
規
模
の
塩
田
が
隣
接
す
る
。
実
は
、
日
本
で
使
わ
れ
て

エル ・ビスカイ ノの クジラ保 護 区(メ キ シコ)

保護区 は、半島を挟んで二っの ラグー ンか らな り、

北極か ら南下 して くるコククジラの最大の繁殖地

となって いる。 生 まれて 間 もな い赤 ん坊 ク ジラ

(左)と 母親。隣接す る世界最大 規模 の塩 田 でっ

くられ る塩 は、 そのほとん どが 日本 に送 られ る。

い
る
塩
の
大
部
分
が
こ
こ
か
ら
来

て
い
る
。
そ
こ
に
新
た

な
大
規
模
塩
田
が
計
画
さ
れ
、
コ
ク
ク
ジ
ラ
の
繁
殖

へ
の

悪
影
響
が
危
惧
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
、
国
際
社
会
か
ら

の
強

い
非
難
で
幸
い
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。

エ
ク
ア
ド
ル
の

「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
」

で
は
、
保
護
海

域
に
密
漁
船
が
侵
入
し
、
毎
年
、
大
量
の
ナ
マ
コ
や
、
数

万
匹
に
及
ぶ
サ
メ
の
捕
獲
が
行
わ
れ
て
い
た
。
餌
に
は
、

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
ア
シ
カ
や
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
オ

ッ
ト
セ
イ
が
使
わ

れ
、
海
岸

に
は
、
ヒ
レ
だ
け
が
切
り
取
ら
れ
た
サ
メ
の
死

体
が
無
数
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
日
本
を
は
じ
め
ア
ジ
ア

で
フ
カ
ヒ
レ
の
食
材
と
な
る
の
で
あ
る
。
現
場
の
国
立
公

園
所
長
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
研
究
所
長
ら
に
、
訪
問
す
る
た
び

に
日
本
か
ら
の
密
漁
船
も
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
に
わ

か
に
信
じ
難
か

っ
た
。
や
が
て

「
日
本
船
が
現
地
で
皇
捕
」

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
て
、
事
実
だ
っ
た
の

か
と
驚
い
た
。
こ
の
件
は
、
私
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
日
本

の
あ
る
財
団
か
ら
巡
視
船
や
監
視
用
セ
ス
ナ
機
が
公
園
当

局
に
寄
贈
さ
れ
、
と
り
あ
え
ず
の
危
機
を
脱
し
た
。
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資

源

小

国

の
私

た
ち

の
国

は
、

世

界

の
様

々
な

自

然

資

源

の
利

用

で
今

日

の
豊

か

さ
を

維

持

し

て

い
る

。

だ

か

ら

こ
そ
、

わ

が

身

の
幸

せ

し

か

考

え

な

い
、

そ

の
ふ

る

ま

い

が

問

わ

れ

て

い

る
。

私

た

ち

日

本

人

の
行

動

が

、

世

界
遺

産

の
現

場

の
人

々

を
悩

ま

せ

て

い

る
例

も

多

々
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の

先

住

民

ア
ボ

リ

ジ

ニ
は
、

長

く
苦

し

い
裁

判
闘

争

の
末

に
、

政

府

か

ら
聖

地

の
地
権

を
取

り
戻

し
、
「
エ
ア
ー
ズ

・
ロ

ッ

ク

ー
マ
ウ

ン

ト

・
オ

ル
ガ

国

立

公

園

」

を

、

彼

ら

の

呼

び

名

の

「
ウ

ル

ル

ー
カ

タ

・
ジ

ュ
タ
国

立

公

園
」

に
戻

し

た
。

そ

の
彼

ら

は
、

聖

地

ウ

ル

ル

(
旧
名

エ
ア

ー
ズ

・
ロ

ッ
ク

は
、

植

民

地

時

代

の
総

督

名

)

の
登

頂

を

や

め

て

ほ
し

い

と

、

こ
と

あ

る
ご

と

に
訴

え

て

い

る
。

に
も

か

か

わ

ら

ず

日
本

の
旅

行

業

者

は
、
相
変

わ

ら
ず

「世

界
遺

産

・
エ
ア
ー

ズ

ロ

ッ
ク
登

頂

」

を

宣

伝

し

、

訪

れ

る

観

光

客

の
多

く

が

登

っ
て

い
る

。

例

え
ば

、

日
本

の
神

社

や
寺

の
入

っ
て
も

ら

い
た

く

な

い
聖

域

に
、

外

国

人

観

光
客

が
大

勢

で
ず

か

ず

か

と

入

っ
て
き

た

ら

、

私

た

ち

は
ど

う
思

う
だ

ろ
う

か
。

ア
ボ

リ

ジ

ニ
の
人

々
か

ら

す

れ

ば
、

そ

れ

と
同

じ

こ
と

を

私

た
ち

は

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

世

界

の
国

々

や

そ

こ

に
暮

ら
す

人

々

の

こ
と

を

も

っ
と

深

く

知

り
、

ど

の
よ

う

に
行

動

し
、

付

き

合

っ
て

い

く

か

を

学

ぶ

こ
と

は

と

て
も
重

要

で
あ

る
。

世

界

遺

産

は
、

そ

う

し

た

こ
と

の

一
端

を

私

た
ち

に
伝

え

て
く

れ

る
。

二
、
新
た
な
自
然
遺
産
候
補

の
検
討
を
め

ぐ

っ
て

世
界
遺
産
条
約
と
作
業
指
針
の
仮
訳
に
整
合
性
を

問
題
の

一
つ
は
、
す
べ
て
の
根
幹
と
な
る

「
世
界
の
文

化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
の
た
め
の
条
約

(平
成
四

年
九
月
二
十
八
日
官
報
)」
(以
下
、
世
界
遺
産
条
約
)
、

及
び
そ
れ
と

一
体
の

「世
界
遺
産
条
約
履
行

の
た
あ
の
作

業
指
針

(平
成
八
年
二
月
外
務
省
仮
訳
序
文
)
」
(以
下
、

作

業

指

針

)

の
訳

出

が

、

発

効

か

ら

既

に
十

年

以

上

経

過

す

る
が

、

い

ま
だ

に
曖

昧

な

ま

ま

で
あ

る

点

だ

。

一
例

を

挙

げ

て

み

よ
う

。

世

界

遺

産

条

約

第

四

条

に
以

下

の

用

語

が

出

て
く

る

。

保

護

(
鷲

9

①
。
江
8

)
、
保

存

(
O
O
d
[ω①
同
く
①、け一
〇
b
「)
、

整

備

(
鷲

①
。。8

鐘

江
8

)
。

通

常

。
○
屋

零
く
9
江
o
コ
は
、
自
然

遺
産

で
は
利

用

を
含

む

"保
全
"

の
意

味

と

な

る

が

、

文

化

遺

産

の
関

係

者

に

よ

れ

ば

、

"
保

存

"

(註

2
)

だ

と

い

う
。

自

然

遺

産

で

は
、

"
保

存

"

と

な

る

と

、

嘆

①
ω
霞
く
p
江
8

の
概

念

に

な

る
。

ま

た

、

世

界

遺

産

条
約

の
8

塁

霞
く
p
江
0
5

"保
存

"

が
、

作
業

指

針

で
は

"
維
持

"

と

な

る
。

同

様

に
世

界

遺

産

条

約

の
鷲

①
。。
①
暮

讐

一〇
コ

"整

備

"

が
、

作

業

指

針

で

は

"
公

開
"

と

な

り
、

ま

っ
た

く
意

味

が
異

な

る
。

国

際

条

約

の

訳

出

は
、

必

ず

し

も

一
対

一
の
関

係

に
な

い
。

な
お

か

つ
、

世

界

遺

産

条

約

は
国

会

の
承

認

を

得

た

も

の

で
あ

り
、

作

業

指

針

の
仮

訳

は
各

省

庁

の
判

断

で
あ

る

と

し

て
も

、

あ

ま

り

に
整

合

性

が
な

い
。

さ

ら

に
、

今

回

の
環

境

省

と

林

野

庁

に

よ

る
世

界

自

然

遺

産

候

補

地

検

討

会

(
以

下

、

検

討

会

)

の
資

料

で

は
、

作

業

指

針

の
8

霧

曾
く
讐

δ
昌
が

、

同

じ

ペ

ー
ジ

(
第

四
回

検

討

会

、

参

考

資

料

2

)

の
中

で

す

ら

、

"保

存

"

に

な

っ
た

り
、

"
保

全

"

に
な

っ
た

り

す

る

。

共

通

理

解

を

促

す

上

か

ら

も
、

用

語

の
定

義

を

明

ら

か

に
す

る

べ
き

だ

ろ

う

。

世

界

遺

産

条

約

及

び

作

業

指
針

の
適

切

な
訳

出

は
、

今

回

の
よ

う

な

検

討

を

進

あ

て

い
く
中

で
、

言

わ
ば

建

物

の

基

礎

に
あ

た

る

。

そ

れ

を

曖
昧

な

ま

ま

に

し

て

お

い

て

よ

い

の
だ

ろ

う

か

。

世
界
遺
産
へ
の
誤

っ
た
認
識
を
広
め
て
し
ま
う

検
討
会

の

一
連
の
検
討
資
料
と
議
事
録
を
読
ま
せ
て
も

ら

っ
た
が
、
そ
の
検
討
資
料
の

一
部
不
適
切
な
内
容
と
拙

速
な
議
論

の
進
め
方
に
、
日
本
国
と
し
て
将
来
に
禍
根
を

残
す
よ
う
な
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

世
界
遺
産
に
関
し
て
は
、
適
切
な
情
報
の
普
及
が
足
り

な
い
こ
と
も
あ
り
様
々
な
誤
解
を
生
じ
て
い
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
う
し
た
検
討
会
で
の
議
論
を
通
じ
、
広
く
国
民

に
、
そ
し
て
当
該
候
補
地
の
関
係
者
に
、
世
界
遺
産

へ
の

で
き
る
だ
け
正
し
い
認
識
を
持

っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
っ

て
ほ
し
か

っ
た
。
果
た
し
て
そ
う
な

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

誤
解
な
き
よ
う
申
し
添
え
る
が
、
「知
床
」
を
推
薦
リ

ス
ト
に
入
れ
た
こ
と
に
ま

っ
た
く
異
論
は
な
い
。
私
が
残

念
に
思
う
の
は
、
今
回
の
結
論
に
至
る
選
定
経
緯
に
つ
い

て
で
あ
る
。

こ
の
検
討
会
で
は
、
面
積
五
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
検

討
を
最
初
か
ら
完
全
に
除
外
し
た
。
こ
れ
は
、
自
ら
も
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
世
界
遺
産
条
約
に
も
作
業
指
針
に
も

な
く
根
拠

の
な
い
数
字
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
に
よ

っ

て
今
後
、
世
界
遺
産
に
関
心
を
寄
せ
る
人
々
に

「面
積
五

千

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
は
、
該
当
し
な
い
」
と
理
解
さ
れ
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
五
〇
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
線
を
引
い
て
み
ま
す
と
～
、
ニ

ヵ
所
を
除
い
て
、
今
世
界
で
登
録
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の

世
界
自
然
遺
産
地
域
が
含
ま
れ
ま
す
」
(
第

一
回
検
討
会

議
事
録
)。
あ
る
い
は
、
「
こ
れ
を
下
回
る
面
積
の
自
然
遺

産
は
、
よ
ほ
ど
特
異
な
地
質
現
象
で
も
な
い
限
り
選
ば
れ

て
い
な
い
」
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
別
表
1
に
示
す
よ
う

に
、
実
際
は
、
登
録
さ
れ
て
い
る
自
然
遺
産

一
四
九
件
の

う
ち
、

一
割
も
が
五
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
登
録
面
積
で

あ
る
。
無
論
、
そ
の
多
く
が
特
異
な
地
質
現
象
で
は
な
い
。

ち
な
み
に
、
最
も
小
さ
い
面
積
の
セ
イ
シ
ェ
ル
に
あ
る

「
メ
渓
谷
自
然
保
護
区
」
(
一
九

・
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
)
に
い

た

っ
て
は
、

「
ア
ル
ダ
ブ
ラ
環
礁
」
の
評
価
に
入

っ
た
国

際
自
然
保
護
連
合

(I
U
C
N
)
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
当
該
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政

府

に
強

い
要

請

が

あ

っ
て
推

薦

さ
れ

た
も

の
だ

。

理
由

は
、

コ

コ

・
デ

・
メ

ー

ル

(
オ

オ

ミ

ヤ

シ
)

や

コ
ク

ロ
イ

ン

コ
な

ど

I

U

C

N

の

レ

ッ
ド

リ

ス
ト
記

載

種

や
、

固

有

種

の
存

在

な

ど

で

あ

る
。

要

す

る

に
、

ど

ん

な
小

さ

な
面

積

で
あ

れ

、

登

録

基

準

と
完

全

性

に
合

致

す

る

も

の

が

あ

れ
ば

、

世

界

遺

産

と

し

て
十

分

検

討

に
値

す

る

と

い

う

こ
と

だ
。

例

え
ば

、

ブ

ル

ガ

リ

ア

の

「
ス

レ

バ

ル

ナ

自

然

保

護

区

」

や

イ

ン

ド

の

「
ケ

オ

ラ

デ

オ
国

立

公

園

」

は
、

い
ず

れ

も

小

さ

な

湿

地

だ

が
、

登

録

さ

れ

た

の

は
、

絶

滅

の
危

機

に
あ

る
水

鳥

の

重

要

な
生

息

地

と

な

っ
て

い
る

か

ら

で
あ

る
。

こ

の
面
積

に
関

し

て
は
第

三

回
検

討

会

で
、

あ

る
委

員

が
次

の
よ

う

な

発
言

を

し

て

い
る
。

「
日

本

ラ

イ

ン

の

一

番

上

流

ぐ

ら

い

～

も

の
す

ご
く
小

さ

い
場
所

～

と

い

っ

た

も

の
も

候

補

に
な

り

う

る

か

、

世
界

遺

産

に

そ

う

い
う

事

例

は

な

い
か

」

と

。

指

摘

の
物

件

の
真

偽

の

ほ

ど

は

と

も

か

く

と

し

て
、

せ

っ
か

く

重

要

な

質

問

を

し

て

い
る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

結

局

、

事

例

に

つ
い

て
は

う

や

む

や

で

あ

る

。

ド
イ

ッ
の

「
メ

ッ
セ

ル

・
ピ

ッ
ト

の
化

石

地

域
」

(
七

〇

ヘ
ク

タ

ー

ル
)

な

ど
を

は

じ

め

、

そ

う

し

た

事

例

は

い
く

つ
も

あ

る

の
だ

が

。

面

積

一
つ
と

っ
て
も

、

そ

も

そ
も

事
実

と

異

な

る

誤

っ

た

前

提

で
、

議

論

を

進

め

て

い
る

。

そ
し

て
そ

の

こ
と

に
、

誰

か

ら

も

何

の
疑

義

も

出

な

か

っ
た

の
だ

ろ

う

か

。

l

U

C

N
評

価

の
読

み

込

み

が

重

要

今

回

、

比

較

す

る
外

国

の
事

例

に

つ
い

て
、

一
部

を

除

き

、

主

に
W

C
M

C

(≦

o
=
動
0
8

ω
霞
く
p
江
8

]≦
0
5
一8

〒

ぎ
σq

O
窪

訂
①
)

の
デ

ー

タ

を

使

っ
て
い

る
。

こ

れ

は
改

訂

版

で
な

い
限

り
、

基

本

的

に
各

国

政

府

が

出

し

た

推

薦

文

書

を

基

に

し

て

い

る
。

従

っ
て
、

推

薦

理

由

の
概

要

は
把

握

で
き

て
も

、

実

際

の
登

録

内

容

と

大

き

く

異

な

る

こ
と

も
あ
り
、
検
討
資
料
と
す
る
に
は
か
な
り
の
注
意
を
要
す

る
。
む
し
ろ
重
要
な

の
は
、

I
U
C
N
の
専
門
的
評
価

(日
O
Z

弓
国
○
=
呂
○
〉
ピ
即
国
≦
国
≦

あ
る
い
は

日
O
Z

弓
国
○
国
Z
HO
>
ピ

国
〈
〉
ピ
⊂
〉
目
O
Z
、
以
下
、
I
U
C
N

評
価
)
の
ほ
う
だ
。

こ
の
I
U
C
N
評
価
に
は
、
世
界
遺
産

の
登
録
を
実
現

す
る
た
め
に
わ
が
国
が
組
み
立
て
る
べ
き
戦
略
、
戦
術
の

ヒ
ン
ト
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
検
討
会
の
議
事
録
を

読
ま
せ
て
も
ら
い
、
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る

一
四
九
件
の

世
界
自
然
遺
産
の
I
U
C
N
評
価
を
、
実
は
ほ
と
ん
ど
読

み
込
ん
で
い
な
い
の
で
は
と
の
印
象
を
持

っ
た
。

一
九
九

一
年
か
ら
、
世
界
自
然
遺
産

の
あ
ら
か
た
に
集

中
的
に
入
る
よ
う
に
し
て
き
た
。
日
的
は
、
最
終
的
な
登

録
理
由
、
直
面
す
る
問
題
と
そ
の
解
決

へ
の
試
み
な
ど
に

つ
い
て
の
情
報
や
資
料
の
収
集
、
現
況
の
調
査
、
そ
し
て

最
も
大
切
な
保
全
の
支
援
で
あ
る
。
各
国
政
府
の
推
薦
書

お
よ
び
I
U
C
N
や
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議

(
I
C
O
M

O
S
)
に
よ
る
評
価
な
ど
世
界
遺
産
委
員
会
の
情
報
、
当

該
国
の
所
管
官
庁
で
入
手
で
き
る
情
報
、
そ
し
て
現
場
で

得
ら
れ
る
情
報
に
、
隔
た
り
が
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
。

十
年
ほ
ど
前
、
世
界
遺
産
に
つ
い
て
ま
だ
人
々
の
関
心

も
薄
く
誤
解
も
多
か

っ
た
た
め
、
私
は
啓
発
の

一
つ
の
手

段
と
し
て
、
テ
レ
ビ
番
組

「世
界
遺
産
」

(
T
B
S
系
列

H
B
C
放
送
)
を
企
図
し
た
。
そ
の
時
に
、
I
U
C
N
及

び
I
C
O
M
O
S
の
評
価
を
生
か
す
こ
と
を
番
組
作
り
の

条
件
と
し
た
。
私
も
そ
れ
を
基
に
、
事
前
に
送
ら
れ
て
く

る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
原
稿
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
何
故
な
ら
、
監
修
者
が
当
該
遺
産
に
つ
い
て
は
知

っ

て
い
て
も
、
登
録
理
由
を
正
確
に
理
解
し
て
い
な
い
こ
と

が
多

い
か
ら
だ
。
今
回
の
検
討
会
に
お
い
て
、
判
断
す
る

に
際
し
、
比
較
検
討
す
る
外
国
の
事
例
に
つ
い
て
も
同
じ

問
題
が
起
き
て
い
る
。

◆面積5,000ha以 下の世界自然遺産(一 部、複合遺産も含む)表1

世 界 遺 産 名 国 名 種類 登録基準 登録年 面 積(ha)

1 メ渓谷自然保護区 セ イ シ ェ ル 自然 i、i、ih、iv 1983 19.5

2
ジ ャ イ ア ン ツ ・コ ー ズ ウ ェ ー と コ ー ズ

ウ エ ー 海 岸 英国 自然 i、 血 1986 70

3 メ ッセ ル ・ピ ッ トの化 石 地 域 ドイ ツ 自然 i 1995 70

4 ミグ ァ シ ャ自然 公 園 カ ナ ダ 自然 i 1999 87.3

5 メ テ オ ラ ギ リシ ャ 複合 (N)血 1988 375

6 シ ュ コ ッ ィア ン洞 窟 群 ス ロ ベ ニ ア 自然 i、 血 1986 413

7 スレバルナ自然保護区 ブ ル ガ リア 自然 iv 1983 902

8 セ ン ト ・キ ル ダ 英国 自然 血 、iv 1986 853

9 エ オ リア諸 島 イ タ リア 自然 i 2000 1,216

10 ロ ー ド ・ハ ウ 諸 島 オ ー ス ト ラ リア 自然 ih、iv 1982 1,540

11 ドー セ ッ ト及 び東 デ ヴ ォ ン海 岸 英国 自然 i 2001 2,550

12 ケオラデオ国立公園 イ ン ド 自然 iv 1985 2,873

13 ヘ ン ダ ー ソ ン 島 英国 自然 血 、iv 1988 3,700

14 ガラホナイ国立公園 ス ペ イ ン 自然 h、 血 1986 3,984

PROPERTIESINSCRIBEDONTHEWORLDHERITAGELIST(WHC.2003/3August2003)、

IUCNTECHNICALEVALUATION、 当 該 国 政 府 の 資 料 等 よ り作 成 、F.KUDO/PWH、2003.12.
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道
内
の
検
討
対
象
地
域
に
つ
い
て

両
省
庁
が
、
最
終
的
に
推
薦
候
補
を
決
め
る
た
め
の
第

四
回
検
討
会

の
検
討
資
料
と
し
た

「詳
細
検
討
対
象
地
域

総
括
表
」
(以
下
、
総
括
表
)
や

「
詳
細
検
討
対
象
地
域

の
個
票

(案
)」
(以
下
、
個
票
)
を
読
ま
せ
て
も
ら

っ
た
。

こ
の
内
容

で
は
、
客
観
性
や
公
平
性
を
欠
き
、
検
討
前
に
、

既
に
推
薦
候
補
が
絞
り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
は
と
思
わ
れ

て
も
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
北
海
道
の
候
補

に

つ
い
て
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

総
括
表

の
、
「国
内
外
の
既
登
録
地
等
と

の
比
較
」

に

は
、
道
内
五
ヵ
所

の
検
討
対
象
地
域

の
記
述
が
あ
る
。
し

か
し
、
知
床
以
外
は
す
べ
て

「不
利
に
働
く
と
思
わ
れ
る

事
実
」
し
か
挙
げ

て
い
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
根
拠
と
す

る
外
国
の
比
較
事
例
が
適
切
と
は
思
え
な
い
。
何
故
、
自

国
の
自
然
遺
産
に
対
し
有
利
に
働
く
点
も
十
分
に
交
え
、

多
方
面
か
ら
客
観
的
に
検
討
し
よ
う
と
し
な

い
の
だ
ろ
う

か
。同

じ
く
、
総
括
表
の

「
(
・W
)
生
物
多
様
性

」
や
個
票

で
は
、
知
床
だ
け
希
少
鳥
類
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
で
は

他
の
地
域
に
は
、
評
価
の

一
つ
の
重
要
な
根
拠
と
な
る
I

U
C
N
や
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
記
載
種
が
何
も
生
息

・

生
育
し
な
い
、
あ
る
い
は
検
討
す
る
に
値
し
な
い
と
の
誤

解
を
招
く
。
例
え
ば
鳥
類
だ
け
見
て
も
、
「
大

雪
山
」

で

は
、
I
U
C
N
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
記
載
種
の
シ
マ
フ
ク

ロ

ウ

(
E
N
)、

オ
ジ

ロ
ワ
シ

(
L
R
)
、

ヒ

レ
ン
ジ

ャ
ク

(L
R
、
稀
)
等
、
環
境
省

の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
記
載
種

の

ミ
ユ
ビ
ゲ
ラ

(
C
R
、
稀
)、
キ
ン
メ
フ
ク
ロ
ゥ

(E
N
)、

ク
マ
タ
カ

(
E
N
)、
ク
マ
ゲ
ラ

(
V
U
)

等
が
生
息
す

る
。さ

ら
に
、
「
旦
局
山
脈
」
だ
が
、
国
定
公

園
の
区
域
か

ら
し
て
当
然
こ
こ
に
は
、
ア
ポ
イ
丘
山や
豊
似
湖
、
襟
裳
岬

や
周
辺
の
海
岸
線
ま
で
含
ま
れ
る
。
個
票
で
は

「鳥
類

で

は
、

特

記

す

べ
き

種

は

含

ま

れ

な

い
」

と

し

て

い

る

が
、

I

U

C

N

の

レ

ッ
ド

リ

ス

ト
記

載

種

の

シ

マ

フ
ク

ロ
ウ

(
E

N

)
、

オ

オ

ワ

シ

(
V

U

)
、

マ
ダ

ラ

ウ

ミ

ス

ズ

メ

(
V

U
)
、

オ

ジ

ロ
ワ

シ

(
L

R

)
、

他

に
環

境

省

の

レ

ッ

ド

リ

ス

ト
記

載

種

の
チ

シ

マ
ウ

ミ
ガ

ラ

ス

(
C

R
)
、

ウ

ミ

ス
ズ

メ

(
C

R

)
、

エ
ト

ピ

リ

カ

(
C

R
)
、

ク

マ
タ

カ

(
E

N
)
、

ク

マ
ゲ

ラ

(
V

U

)
、

ケ

イ

マ

フ
リ

(
V

U

)
、

コ
ク
ガ

ン

(
V

U

)

な

ど

が

生

息

す

る
。

特

に
、

襟

裳

岬

は

、

環

境

省

の

レ

ッ
ド

リ

ス
ト

記
載

種

で
あ

る

ゼ

ニ
ガ

タ

ア
ザ

ラ

シ

(
E

N
)

の
北

太

平

洋

西
岸

に
お

け

る

最

南

端

の

一
大

繁

殖

地

で
あ

り
、

I

U

C

N

の

レ

ッ
ド

リ

ス

ト
記

載

種

の

ラ

ッ

コ

(
E

N
)

や

ト

ド

(
E

N
)

な

ど

も

生

息

す

る
。

だ

が

、

い
ず

れ
も

総

括

表

や
個

票

を

含

め

て
、

ま

っ
た

く

こ
れ

ら

に
触

れ

て

い
な

い
。

「
大

雪

・
旦

局

・
夕
張

」

と

し

た
場

合

、

検

討

委

員

か

ら

も

指

摘

が

あ

っ
た

よ

う

に
、

固

有
種

の
面

か

ら
見

て

も

興

味

深

い
地

域

だ
。

も

う
少

し

多

方
面

か

ら
慎

重

に
検

討

し

て
も

よ

か

っ
た

の

で
は

な

い
だ

ろ

う

か
。

と

こ
ろ

で
、

ロ
シ

ア

の

「
中

央

シ
ホ

テ

ー
ア

リ

ン
」

が

何

度

も

引

き
合

い

に
出

さ

れ

て
い

た

が
、

そ
れ

だ

け

で

は

不

十

分

で
、

も

っ
と
広

範

囲

に
類

似
す

る
他

の
遺

産

と

の

比

較

が

必

要

だ
。

例

え

ば
、

針

葉

樹

林

や
針

広

混

交

林

、

湖

沼
等

々
、

全

体

と

し

て
自

然

環
境

の

よ
く

似

る

ロ
シ

ア

の

「
ア

ル
タ

イ

の

。コ
ー

ル
デ

ン

・
マ
ウ

ン
テ

ン
」

な

ど

、

併

せ

て
、

他

に
比

較

す

べ

き
適

切

な
事

例

は

い
く

つ
も

あ

ろ

う
。

さ

ら

に
、

環
太

平

洋

火

山

帯

の
自

然

遺

産

登

録

地

の
例

と

し

て
、

「
カ

ム

チ

ャ

ツ
カ

火

山

群

」

と

「
ト

ン
ガ

リ

ロ

国
立

公

園
」

を
挙

げ

て

い

る

が
、

そ

れ

で

は
不

十

分

だ

。

イ

ン
ド

ネ

シ

ア
の

呵
ウ

ジ

ュ
ン

・
ク

ロ

ン
国

立

公

園

」
、

米

国

の

「
ハ

ワ
イ

火

山

国

立

公

園

」
、

エ

ク

ア

ド

ル

の

【
サ

ン
ガ

イ
国

立

公

園

」

や

[
ガ

ラ

パ

ゴ

ス
諸

島

」

な

ど

も

含

め

て
比

較

し

て

こ

そ
、

わ

が

国

の
特

徴

が

ど

こ

に
あ

る

の
か

が

浮

き

彫

り

に
な

る

の

で
は

な

い
か

。

も

う

一
例

挙

げ

て
お

こ
う

。

摩

周
湖

の
透

明

度

に

つ
い

て

で
あ

る
。

そ

の
比

較

対

象

と

し

て
、

ま

ず

バ

イ

カ

ル
湖

を

挙

げ

、

「
登

録

時

透

明

度

四
●

メ

ー

ト

ル
」

と

し

て

い

る
。

そ

の
根

拠

は

、

W

C

M
C

デ

ー
タ

に
よ

る
も

の
と

思

わ
れ

る
が

、

ど

こ

に
も

"登

録

時

"

と

は

書

か

れ

て

お

ら

ず

、

調

査

し

た

時

期

は
明

記

さ

れ

て

い
な

い
。

こ
れ

で

は

「
バ

イ

カ

ル
湖

」

が

世

界

遺

産
登

録

さ

れ

た

一
九

九

六

年

に
透

明

度

四
〇

メ

ー

ト

ル
あ

っ
た

と
解

釈

さ

れ

て
し

ま

う
。

登

録

以

前

の
時

点

で
、

パ

ル
プ

工
場

か

ら

の
排

水

な

ど

に

よ

っ
て
汚
染

の
進

む
同

湖

で
は
、
既

に
五
～

二
一ニ
メ

ー

ト

ル

(∪
餌
け
餌

じd
O
O
咋
○
暁
≦

〇
二
9
ピ
鋤
閃
Φ
国
昌
く
冒
O
目
B
①
5
甘

一
⑩
。。
G。)

と

な

っ
て

い

る
。

別

の
例

と

し

て
検

討

資

料

に
挙

げ

ら
れ

て

い

る
中

国

の

「
九
塞

溝

の
渓

谷

の
景

観

と
歴

史

地

域

」

だ

が
、

「
五

花

海

は
、

透

明

度

が

三

〇

メ

ー

ト

ル
あ

り
」

と

あ

る
が

、

中

国

政

府

が

提

出

し

た

推

薦

書

の
内

容

を
要

約

し

た

I

U
C

N

S

U

M

M

A
R

Y

、

W

C

M
C

デ

ー
タ
、

I
U

C

N
評

価
、

現

地

で
入

手

し

た

資

料

の

い
ず

れ

に
も

、

そ

の
よ

う

な

記

述

は
な

い
。

そ

れ

は

、

旅

行

業

者

の
観

光

パ

ン

フ
レ

ッ
ト

の
類

に
よ

く

出

て
く

る

数

字

だ

が
、

一
体

何

を

根

拠

に
し

て

い

る

の
だ

ろ

う

か

。

世

界

の
湖

沼

で
も

ト

ッ
プ

ク

ラ

ス
の
透

明

度

を

誇

る
摩

周

湖

や

、

阿

寒

湖

の
よ

う

な

こ
ぶ

し
大

の

マ
リ

モ
が
生

育

す

る
よ

う

な

湖

は
世

界

に
数

例

し

か
な

い
。

道

東

湖

沼
群

に
関

し

て
は

、

知
床

と

の
組

み

合

わ

せ
も

含

め

、

果

た

し

て
十

分

な

検
討

が

な

さ

れ

た

と

い
え

る

の
だ

ろ

う

か
。

I

U
C

N

の
比
較

評

価

の
基

準

は
多

岐

に
わ

た

る

が
、

今

回

の
検

討

で
は
、

ウ

ド

ゥ

バ

ル
デ

ィ
の
生

物
地

理
区

分
、

そ
し

て
植

生

に

こ
だ

わ

り

過

ぎ

て

い
る
印

象

を

受

け

た
。

そ
れ

は
、

も

の
さ

し

の

一
つ
に
過

ぎ
な

い
。

そ
の

こ
と

で
、

22



日
本
国
と
し
て
世
界
に
誇
れ
る
自
然
を
見
落

と
す
こ
と
に

つ
な
が
り
は
し
な
か

っ
た
か
と
懸
念
し
て
い
る
。

シ

リ

ア
ル

・
ノ
ミ

ネ

ー

シ

ョ
ン

と

は

世

界

遺

産

に
は

、

シ

ン
グ

ル

・
ノ
ミ

ネ

ー

シ

ョ
ン
だ

け

で
な

く

、

シ

リ

ア

ル

・
ノ
ミ

ネ

ー

シ

ョ
ン
も

あ

る
。

こ

れ

は

、

次

の
事

項

に
該

当

す

れ
ば

、

離

れ

た

場
所

に

あ

る

一

連

の
文

化

遺

産

ま

た

は
自

然

遺

産

を

、

一
つ
の
世

界

遺

産

と

し

て
推

薦

す

る

こ
と

が

で
き

る

方

法

だ
。

(
i
)

同

じ

歴

史

的

か

つ
文

化

的

グ

ル

ー
プ

(
"U
)

地

理

学

的

ゾ

ー

ン
の
特

徴

が

同

じ

タ

イ

プ

(
…m
)

同

じ
地

形

学

的

形
成

、

同

じ

生

物

地

理

区
分

、

ま

た

は
同

じ
生

態

系

タ
イ

プ

(
註

3

)

そ

の
場

合

、

複

数

の
遺

産

が

そ

れ

ぞ

れ

に
世

界

遺
産

と

し

て

の
価

値

を

持

ち

、

な

お

か

つ

一
つ
の

テ

ー

マ
で
く

く

れ

る

こ

と

が
前

提

で
あ

る
。

(
i
)

に

つ
い

て

は
、

わ

が

国

で
も

「
古

都

京

都

の
文

化

財

(京

都

市

、

宇

治

市

、

大

津

市

)
」

を

始

め

、

い

く

つ
か

の
文

化
遺

産

が

こ
れ

に
該

当

す

る
。

自

然

遺

産

に

つ
い

て
も
、

日
本

で

シ
リ

ア

ル

・
ノ
ミ
ネ

ー

シ

ョ
ン
が

あ

っ
て
も
な

ん
ら

問

題

は
な

い
。

し

か

し

、

前

述

の

「
大

雪

・
旦

口同
・
夕

張

」

に

つ
い

て
、

検

討

会

で
傾

聴

に
値

す

る

指
摘

が
重

ね

て
あ

っ
た

に
も

か

か

わ

ら

ず

、

そ

れ

が
生

か

さ

れ

な

か

っ
た

。

こ

の
地

域

の
比
較

事

例

と

し

て
、

第

四
回

検

討

会

の
個

票

に

「
シ

ホ

テ

ー
ア

リ

ン
山

脈

中

央

部

は
約

四
千

平

方

キ

ロ
メ

ー

ト

ル

の
広

大

な
面

積

を

有

し
、

脊

椎

動

物

は
約

四

百

種

、

維

管

束

植

物

は
約

千

二
百

種

確

認

さ

れ
」

と

あ

る

が

、

こ
れ

は
事

実

で
は

な

い
。

ま

ず
、

こ
う

し

た
名

の
世

界

遺

産

は
存

在

し

な

い
。

正

式

な
世

界

遺

産

名

(
欧

文

表

記

)

に

"山

脈

"

が

な

い

の
は

理
由

が

あ

っ
て
の
こ
と
だ
。

ま

た

、

挙

げ

ら
れ

た

動
植

物

の
種

類

数

は
、

ロ
シ

ア
政

府

が

推

薦

し

た

三

つ
の
保

護

区

と

一
つ
の
伝

統
的

自

然

利

用

地

域

か

ら

な

る
計

約

一
六

三

万

ヘ
ク

タ

ー

ル

で

の
デ

ー

タ

だ

。

そ

の
内

、

実

際

に
世

界

遺

産

に
登

録

さ

れ

た

二

つ
の

保

護

区

か

ら
な

る

「
中

央

シ

ホ

テ

ー
ア
リ

ン
」

は

、

約

四

分

の

一
の
面

積

に
と

ど

ま

る

。

そ

の
世

界

遺
産

地

域

内

で

の

デ

ー

タ

と
比

較

分

析

し

た

上

で

の
結

論

で
あ

っ
た

の
だ

ろ

う

か
。

こ

の

シ
リ

ア
ル

・
ノ

ミ
ネ

ー

シ

ョ
ン

の
例

と

し

て
は
、

ブ

ラ

ジ

ル
の

「
セ

ラ

ー

ド
保

護

地

域

群

"
ヴ

ェ
ア
デ

イ

ロ

ス
国

立

公

園

と

エ

マ
ス
国

立

公

園

」

が

あ

る
。

約

五
百

キ

ロ
メ

ー

ト

ル
も
離

れ

た

二

つ
の
国

立

公

園

か

ら

な

り
、

共

に

"
セ

ラ

ー

ド
"

と

呼

ば

れ

る
ま

ば

ら

な

灌

木

を
含

む
熱

帯

草

原

で
あ

る
。

距

離

が

離

れ

過

ぎ

て

い

る

こ
と

は

問
題

に

な

ら

な

い
。

そ
れ

ぞ

れ

が

世

界

遺

産

条

約

の
登

録
基

準

と
完

全

性

に
A
口
致

し

、

統

一
し

た

テ

ー

マ
が

あ

る

こ
と

が

ポ

イ

ン
ト

で
あ

る
。

「
オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の
哺

乳

類

化

石

地

域

群

(
リ

ヴ

ァ
ー
ズ

レ
ー
/

ナ

ラ

コ
ー

テ
)
」

の
場

合

は
、

南

北

に
約

二
千

キ

ロ
メ

ー

ト

ル
も

離

れ

て

い

る

に
も

か

か

わ

ら

ず

、

一
つ
の
遺

産

と

し

て
登

録

さ
れ

て

い
る
。

と

こ
ろ

で
、

地

質

に

つ

い

て

は
、

国

際

地

質

学

連

合

(
I

U

G

S
)

の
約

二
千

の

リ

ス

ト

に

入

っ

て
お

り

、

ま

た

、

約

三

百

あ

る

「
世

界

の
地

質

学

的

候

補

地

一
覧

」

(
Ω
一〇
げ
巴

冒
臼
。
簿

才
①
口

。。
け
O
h

Ω
①
○
}○
σq
8
巴
)

に
記

載

さ

れ

て

い
る

か
否

か

が

I

U

C

N

の
評

価

の

一
つ
の
基
準

に
な

る

。

も

ち

ろ

ん
新

た
な

発

見
等

に

つ
い

て

の
例

外

は

あ

る

。

今

回

の
検

討

会

で

は
、

そ

の
点

で
も

わ
が

国

に
候

補

に
な

り

得

る

所

が

な

い

か

ど

う

か
、

列

島

の
全

域

に

つ

い

て
既

存

資

料

や
情

報

の
基

本

的

な

チ

ェ

ッ
ク

は
行

わ

れ

た

の
だ

ろ
う

か

。
委

員

の

一
人

か

ら

前
述

の
質

問

が

出

た

時

が

、

そ
れ

を

あ

ら

た

め

て
検

証

す

る

チ

ャ

ン

ス
だ

っ
た

は

ず

で
あ

る
。

座
長
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

今
回
、
三
候
補
の
発
表
と
土
ハに
座
長

コ
メ
ン
ト

(
「
世

界
自
然
遺
産
候
補
地
に
関
す
る
検
討
会
に
つ
い
て
」
平
成

十
五
年
五
月
二
六
日
付
)
が
出
さ
れ
た
。
大
雪
山
、
旦
尚

山
脈
は
、
「
シ
ホ
テ
ー
ア
リ
ン
山
脈
と
の
比
較
に
お
い
て
、

今
後
、
両
地
域
の
優
位
性
を
十
分
証
明
す
る
こ
と
が
第

一

の
課
題
と
さ
れ
た
。」
と
あ
る
。
長
年
、

こ
の
地
域
の
自

然
を
調
査
し
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
そ
れ
を
守
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
者
や
市
民
ら
は
、
こ
の
コ
メ
ン

ト
を
い
か
な
る
気
持
ち
で
受
け
取

っ
た
で
あ
ろ
う
。

一
体
、
誰
が
、
誰
に
対
し
て
、

"優
位
性
を
十
分
証
明

せ
よ
"
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
世
界
遺
産
条
約

に
も
作
業
指
針
に
も
そ
う
し
た
言
葉
は
な
く
、
様
々
な

"比
較
分
析
"
は
求
め
て
も
、

"優
位
性
"
を
求
め
て
は

い
な
い
。
I
U
C
N
や
I
C
O
M
O
S
が
評
価
に
際
し
表

現
に
慎
重
な
の
も
、
そ
れ
が
新
た
な
国
際
間
の
紛
争
の
火

種
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
「わ
が
国
の
自
然
環
境
を
全
般
的
に
見
渡
し
て
、

世
界
と
の
比
較
と
い
う
点
も
含
め
て
あ
ら
た
め
て
再
評
価

し
た
と
言
う
意
味
で

～

高
く
評
価

で
き
る
。
」
と
あ
る

が
、
今
回
の
検
討
の
経
緯
は
、
果
た
し
て
そ
れ
ほ
ど
自
画

自
賛
で
き
る
ほ
ど
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が

率
直
な
感
想
だ
。

三
、
推
薦
物
件
と
な

っ
た
知
床

に
つ
い
て

地
域
振
興
の
た
め
の
世
界
遺
産
で
は
な
い

あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
の
だ
が
、
世
界
の
観
光

地
の
紹
介
や
地
域
振
興

の
た
あ
に
世
界
遺
産
が
あ
る
の
で

は
な
い
。
自
国
の
遺
産

の
保
全
に
責
任
を
持

つ
と
共
に
、

危
機
に
あ
る
遺
産
の
保
全
や
修
復
に
技
術
的
、
学
術
的
、

財
政
的
に
足
ら
ざ
る
国
々
を
、
国
際
社
会
の
協
力
で
手
助

け
し
て
い
こ
う
と
生
ま
れ
た
の
が
世
界
遺
産
だ
。
北
海
道
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表H◆ 連続 していない複数の自然公園あるいは保護区からなる世界自然遺産の一例

世 界 遺 産 名 国 名 登録年 登録基準 保 護 区 面積(ha) 隣接/分離

1

クルエ ー ン/ラ ンゲ ル ーセ ン ト・

イ ラ イア ス/グ レー シ ャー ・ベ

イ/タ ッチ ェンシニー 一アルセ ク

カナダ

/米 国
79、92.94

●● ●■●

11、 皿 、

iv
3NP、2PP、1PWP 9,839,121

分離、
一部隣接

2

タラマ ンカ地方 一ラ ・ア ミス ター

保 護 区群/ラ ・ア ミス ター 国立

公 園

コ ス タ リカ

/パ ナ マ
83.90

i、h、

ih、iv

5NP、1NR、1BR、

1FR
567,845

分離、
一部隣接

3 中央 アマ ゾン保全地域群 ブラジル 00.03 i、iv 1NP、2SDR、1ES 6,096,018
分離、
一部隣接

4

セ ラー ド保護地域群:ヴ ェアデ

イ ロス国立公 園 とエマス国立公

園

ブ ラ ジル 01 :h、iv 2NP 197,382 分離

5 カムチ ャッカ火 山群 ロ シ ア 96.01
i、h、

血 、iv
6ZA、1Z 4,378,115

分離、
一部 隣接

6 中央 シホ テ ーア リ ン ロ シ ア 01 iv 1NPR、1ZP 406,177 分離

7 ウ ヴ ス ・ヌ ー ル盆 地
モ ン ゴル

/ロ シア
03 h、 拉

ロ シ ア:1NR(7地 域)

モ ン ゴ ル:1NR(5地 域)
1,068,853

分離、
一部 隣接

8 雲南三江併流の保護地域群 中国 03
i、 五

ih、iv

15の 保護区群か らなる

が、不確定要素 あ り
1,700,000

分離、
一部 隣接

9
トゥ ンヤ イ ーフ ァイ ・カ ・ケ ン

野 生 生 物 保 護 区 群
タイ 91

o● ●●●

11、 皿 、

iv

2WS 622200
, 分離

10

オ ー ス トラ リア の哺 乳 類 化 石 地

域 群(リ ヴ ァー ズ レー/ナ ラコー

テ)

オース トラリア 94 i、h 10,300 分離

11
中東部の多雨林保護区群

(オース トラ リア)
オース トラリア 86.94

o● ●

1、11、

iv

17NP、7SF、11FLR、

5NR
370,000 分離

12
テ ・ワ ヒポ ウ ナ ム ー南 西 ニ ュ ー

ジ ー ラ ン ド
ニュージーラン ド 90

i、i、

血 、iv

4NP、2NR、16SR、

1PPL、4WMR、5EA
2,600,000

分離、
一部隣接

13 トゥル カナ湖国立公園群 ケ ニ ア 97.01 i、iv 3NP 161,485 分離

14
グ レー タ ー ・セ ン ト ・ル シ ア湿

地 公 園
南 ア フ リカ 99

i、 血 、

iv

1NP、2P、1GR、

4SF、1NR、1FR、

2MR、1FWR

239,500
分離、
一部隣接

BR=Bio!ogica!Reserve

CFR=CoastalForestReserve

EA=Eco!ogicalArea

ES=EcologicalStation

FLR=FloraReserve

FR=ForestReserve

FWR=FreshwaterReserve

GR=GameReserve

MR=MarineReserve

NAP=NaturePark

NP=NationalPark

NPR=NaturePreserve

NR=NatureReserve

P=Park

PP=Park&Preserve

PPL=PrivateProtectedLand

PR=PrivateReserve

PWP=ProvincialWildernessPark

SDR=SustainableDevelopmentReserve

SF=StateForest

SR=ScientificReserve

WMR=Wi!dlifeManagementReserve

WS=WildlifeSanctuary

Z=Zapovednik

ZA=Zakaznik

ZP=ZoologicalPreserve

PROPERTIESINSCRIBEDONTHEWORLDHERITAGELIST(WHC.2003/3August2003)、

IUCNTECHNICALEVALUATION、 当 該 国 政 府 の 資 料 等 よ り作 成 、F.KUDO/PWH、2003.12.
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内
の
様
々
な
動
き
を
見
て
い
る
と
、
何
か
勘
違

い
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
首
を
か
し
げ
る
こ
と
も
多

い
。
関
係

省
庁
は
、
世
界
遺
産
の
推
薦
に
先
駆
け
て
、
登
録
に
よ
り

予
見
さ
れ
る
地
域

へ
の
プ
ラ
ス

・
マ
イ
ナ
ス
を
き
ち
ん
と

説
明
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
当
該
自
治
体

や
住
民
に
、

過
大
な
期
待
の
み
を
安
易
に
抱
か
せ
る
よ
う
な
こ
と
に
な

っ

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
る
新
聞
の
社
説

に
、
『
二
年
後
に
は
登
録
さ
れ
、
「世

界
の
知
床
」
に
な
る
』
と
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
誤
り
だ
。

世
界
遺
産

の
登
録
が
は
じ
ま

っ
た

一
九
七
八
年
か
ら
二
〇

〇
〇
年
だ
け
で
も
、
世
界
中
か
ら
自
然
遺
産
と
複
合
遺
産

を
合
わ
せ
て
計
二
九
二
の
推
薦
が
あ

っ
た

(
註
4
)
。

そ

の
う
ち
、
I
U
C
N
に
よ
り
四
割
近
く
が
何
ら
か
の
理
由

で
差
し
戻
し
や
延
期
、
取
り
下
げ
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
、

す
ぐ
に
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。
推
薦
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
必
ず
し
も
登
録
が
確
定
し
た
わ
け
で
は
な

い
の
だ
。

こ
こ
で
は
、
仮

に
登
録
さ
れ
た
と
す
る
。
し
ば
ら
く
は
、

冬
期
を
除
い
て
、
関
係
者

の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
慢

性
的
な
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
状
態
に
な
る
だ
ろ
う
。
屋
久
島

や
白
神
山
地
の
比

で
は
な
い
理
由
が
あ
る
か
ら
だ
。
相
当

の
覚
悟
を
し
て
事
前

に
対
応
策
を
練

っ
て
お

い
た
ほ
う
が

よ
い
。

一
つ
は
、
「羅
臼
湖
」
の
静
寂
を
維
持
し
、

完
壁
な
状

態
で
守
れ
る
よ
う
な
体
制
が
作
れ
る
か
ど
う
か
だ
。
羅
臼

湖
は
、
知
床
の

"精
神
"

で
あ
り

"心
臓
"
だ
。
珠
玉
の

宝
石
が
人
造
宝
石
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
過
剰
整
備
や
安
易
な

ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
安
売
り
を
し

て
は
い
け

な
い
と
思
う
。
登
録
が
実
現
し
た
場
合
、
私
が
心
配
し
て

い
る
場
所
の

一
つ
だ
。

二

つ
め
は
、
地
元
の
観
光
業
者
だ
。

"来
る
観
光
客
を

選
ぶ
"
く
ら
い
の
姿
勢

に
転
じ
る
勇
気
を
持

て
る
か
ど
う

か
。
そ
れ
は
同
時

に
、
世
界
遺
産
登
録
地
に
ふ
さ
わ
し
い

の
か

ど
う

か

、

自

身

の

あ

り

よ

う
が

問

わ

れ

る

と

い
う

こ

と

だ
。

ま

た
、

世

界

遺

産

の
現

場

で

は
、

利

益

を

得

る
企

業

や
個

人

の
多

く

が

、

そ

の
保

全

に
対

し

て
利

益

を

還

元

す

る

こ
と

を

当

た

り
前

の

こ
と

と

し

て
協

力

し

て

い
る

。

例

え
ば

、

ネ

パ

ー

ル

の

「
ロ
イ

ヤ

ル

・
チ

ト

ワ

ン
国

立

公

園

」

で

は
、

エ

コ

・
ツ
ア

ー

の
世

界
的

草

分

け

企

業

と

し

て
知

ら

れ

る

タ

イ
ガ

ー

・
ト

ッ
プ

ス
が
、

そ

の
収

益

を

チ

ト

ワ

ン
の
自

然

を

守

る
様

々
な

活
動

に
活

用
し

て
い
る
。

タ

ン
ザ

ニ
ア

の

「
セ

ル

ー

・
ゲ

ー

ム

・
リ
ザ

ー
ブ
」

で
は
、

サ

フ

ァ
リ

・
キ

ャ

ン
プ

を

経

営

す

る
企

業

が
、

絶

滅

の
危

機

に
あ

る

ク

ロ
サ
イ

の
保

護

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
最

大

の

ス

ポ

ン
サ

ー

に
な

っ
て

い

る
。

翻

っ
て
、

私

た
ち

の
足

元

は

ど

う

だ

ろ

う
。

旅

行

会

社

や

観

光
業

者

は
、

自

国

の
遺

産

の
保

全

や
世

界

の
危

機

に
さ

ら

さ

れ

て
い

る
遺

産

の
保

全

の
た

め

に
、

い
か

な

る

貢

献

を

し

て

い
る

の
だ

ろ

う

か
。

三

つ
め

は

、

ト

ラ
ブ

ル
を

未

然

に
防

ぎ
、

適

切

な
情

報

を

伝

達

す

る

た

め

に
も

、

将

来

、

プ

ロ
の

ベ

ア

・
ガ

ー
ド

を

知

床

五

湖

な

ど

に
常

駐

さ

せ

る

体
制

が
作

れ

る

か

ど

う

か
だ

。

ベ

ア

・
ハ
ン

タ

ー

で
は

な

い
。

ベ

ア

・
ガ

ー

ド
は
、

ヒ
グ

マ
か

ら
人

を

守

る

た

め

だ

け

で
な

く
、

人

か

ら

ヒ
グ

マ
を

守

る

た

め

に
も

必

要

だ
。

私

は
、

ロ
シ

ア

の

「
カ

ム

チ

ャ

ツ
カ
火

山

群

」

に
入

る
時

、

必
ず

ベ

ア

・
ガ

ー

ド
を

雇

う
。

銃

の
撃

鉄

の
音

だ

け

で

ヒ
グ

マ
と

会

話

を

し
、

や

り

過

ご
す

術

(
す

べ
)

を
知

っ
て
い

る
か

ら

だ

。

知

床

で

こ
れ

ま

で
大

き

な
事

故

も
起

こ
ら

ず

に
き

た

の

は
、

現

場

の
関
係

者

の
努

力

の
賜
物

だ
。

し

か

し
同

時

に
、

幸

運

で

も

あ

っ
た

の

だ
。

今

以
上

に
多

く

の
人

が

訪

れ

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

想

定

外

の

こ
と

が
起

き

る
可

能

性

が

あ

る
。

登

録

さ

れ

れ
ば

、

地

元

に
も
国

に
も
厳

し

い
責

任

が
生

じ

る
。

そ
れ

を
忘

れ

て
は

な

ら

な

い
だ

ろ

う
。

い
ず

れ

に

し

て
も
、

知

床

で
今

後

、

起

こ

る

で
あ

ろ

う

様

々
な
問

題

の
多

く

は
、

訪

れ

る
観

光

客

や

登

山

客

だ

け

カム チ ャ ツ カ火 山 群(ロ シ ア)

半 島の南端 にある クリルス コエ湖 にそそ ぐ河口で、

産卵 のため遡上 しよ うとするベニザケを物色 する

ヒグマ。 中央右 に見 える小屋 のそばで、写真家 の

星野道夫 と ヒグマの トラブルが起 きた。 ここの保

護 区は、 オホーツ ク海 と太平洋 の両側 に面 する。

に
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
行
政
の
対
応
を

含
め
、
受
け
入
れ
側
の
工
夫
次
第
だ
と
理
解
し
た
ほ
う
が

よ
い
。

知
床
を
め
ぐ
る
危
惧

問
題
な
の
は
、
い
く

つ
か
の
危
惧
の
ほ
う
だ
。
ま
ず
、

ト
ド
を
始
め
と
す
る
海
生
哺
乳
類
と
漁
業
の
調
整
に
つ
い

て
の
行
政
対
応
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
外

(評
価
に
入
る
I

U
C
N
や
国
際
社
会
)

に
向
か

っ
て
言
う
こ
と
と
、
内

(漁
業
者
)
に
対
し
て
言
う
こ
と
に
、
二
枚
舌
と
取
ら
れ

か
ね
な
い
よ
う
な
対
応
を
す
る
と
、
「広
島
平
和
記
念
碑

(原
爆
ド
ー
ム
)
」
の
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
問
題

の
よ
う
に
な
り

か
ね
な
い

(註
5
)。

何
故
な
ら
、
今
回
の
検
討
資
料

(第
四
回
検
討
会
の
個

票

(案
)
等
)
を
見
る
と
、
知
床
だ
け
は
I
U
C
N
の
レ
ッ

ド
リ
ス
ト
記
載
種
に
関
し
種
名
を
伏
せ
て
お
り
、
意
図
的

な
も
の
を
感
じ
た
か
ら
だ
。
環
境
省
は
、
知
床
の
評
価
の

重
要
な
要
素

の

一
つ
と
な
る
ト
ド

(E
N
)
が
、

ラ
ッ
コ
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(
E

N
、

一
時

的
)
や

キ

タ
オ

ッ
ト

セ
イ

(
V

U
、
毎
年
?

)

と

共

に

I

U

C

N

の

レ

ッ
ド

リ

ス
ト

で
、

国

際

的

に

ど

の

よ

う

に
扱

わ

れ

て

い
る

か

に

つ
い

て
、

道

内

で
明
確

に
伝

え

て
い

る

の

だ

ろ
う

か

。

羅

臼

町
沿

岸

で

の

ト

ド
撃

ち

を

ど

う

す

る

の
か
。

海

域

を

世

界

遺

産

の

バ

ッ

フ

ァ

・
ゾ

ー

ン
に
入

れ

て
推
薦

し

て

お

き

な

が

ら
、

一
方

で
漁

業

被

害

が

出

そ

う

だ

か

ら

I

U

C

N

の

レ

ッ
ド

リ

ス

ト
記

載

種

で
も

「
駆

除

し

ま

す
」

で

は
、

国

際

信

義

の
上

か

ら

も

、

道

義

的

に
も

世

界

に
は
通

用

し

な

い
。

今

ま

で

は
、

国

立

公

園

の
普

通

地

域

と

い

う

こ
と

で
、

あ

る

い

は

ア
ザ

ラ

シ
類

を

除

き

水

産

庁

所
管

と

い

う

こ
と

で
曖

昧

に
対

処

す

る

こ
と

が

で
き

た
。
し
か

し
、

今

後

は
、

国

も

地

元

も

世

界

遺

産

登

録

を

望

む

以
上

、

こ

の
問

題

を

避

け

て

は
通

れ

な

い
。

自

然

遺

産

に

は
、

陸

域

と

海

域

・
沿

岸

の
両

方

を
併

せ

持

つ
も

の

が

四
〇

件

以

上

あ

る
。

域

内

に
海

生

哺

乳
類

が

生

息

す

る

カ

ナ
ダ

の

「
グ

ロ

ス

・
モ

ー

ン
国

立

公

園

」
、

メ

キ

シ

コ
の

「
エ
ル

・
ビ

ス
カ

イ

ノ

の

ク
ジ

ラ
保

護

区
」
、

ア

ル

ゼ

ン
チ

ン
の

「
バ

ル

デ

ス
半

島

」
、

ニ

ュ
ー

ジ

ー

ラ

ン
ド

の

「
テ

・
ワ
ヒ
ポ

ウ

ナ

ム

ー
南

西

ニ

ュ
ー
ジ

ー

ラ

ン

ド
」
、

エ
ク

ア
ド

ル
の

「
ガ

ラ
パ

。コ

ス
諸

島

」

な

ど

、

他

に
も

い

く

つ
か

あ

る

が

、

そ
れ

ぞ

れ

、

ど

の
よ

う

に

調
整

し

て

い

る
か

を

調

べ
る

こ
と

は
難

し

い

こ
と

で
は

な

い
。

バ

ッ
フ

ァ

・
ゾ

ー

ン
内

で

の
漁

業

一
つ
と

っ
て
も
、

遺

産

ご

と

に
対

応

が

異

な

る

。

途

上

国

に

つ
い

て
言

え
ば

、

バ

ン
グ

ラ

デ

シ

ュ
の

「
シ

ュ
ン
ド

ル
ボ

ン
」

で
は
、

漁

期

を

限

定

。

イ

ル

カ

の
習

性

を

利

用

し

た

漁

で
有

名

な

モ
ー

リ

タ

ニ

ア
の

「
バ

ン
ダ

ル
ギ

ン
国

立

公

園

」

で
は
、

域

内

は

帆

船

の

み

の
漁

を

許

可

。

淡

水

湖

沼

の
場

合

、

マ

ラ
ウ

イ

の

「
マ
ラ

ウ

イ
湖

国
立

公

園
」

で
は
、
湖
岸

か

ら
百

メ
ー

ト

ル
沖

A
口
ま

で
例

外

な

く

す

べ

て

の
魚

種

に

つ
い

て
禁

漁

と

な

っ
て

い

る
。

各
遺
産
で
ど
の
よ
う
な
対
応
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
そ

う
し
た
資
料
や
情
報
を
、
漁
業
者
、
住
民
、
自
治
体

に
き

ち
ん
と
提
示
し
、
そ
の
L⊥
で
議
論
し
て
も
ら
う
べ
き
だ
ろ

う
。
そ
れ
が
国
の
責
任
と
い
う
も
の
だ
。

一
方
、
法
律
や
行
政
に
よ
る
仕
組
み
は
、

一
つ
の
歯
止

め
に
過
ぎ
な
い
。
海
生
哺
乳
類
も
人
も
、
北
の
海

の
幸
を

共

に
分
か
ち
合
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う
す
べ
き
な

の
か
。
そ
れ
は
、
地
元
の
漁
業
者
、
研
究
者
、
大
方

の
住

民
や
国
民
が
、
共
有
で
き
る
健
全
な
動
物
観

(註
6
)
を
、

バ ンダ ル ギ ン国 立 公 園(モ ー リタ ニ ア)

サハ ラ砂漠の最西端がその まま大西洋 に落 ち込み

遠浅が続 く。西 アフ リカ最大の渡 り鳥の飛来地で、

絶滅危惧種の チチュウカイモ ンクアザ ラシ(CR)

の繁殖地で もあ る。 アラブ系の イムラゲ ンが帆船

で イル カの習性を利用 した ボラ漁を行 う。

ど
の
よ
う
に
構
築
で
き
る
か
に
も
か
か
わ

っ
て
く
る
。
知

床

で
作
ら
れ
て
い
く
規
範
が
、
将
来
、
世
界
の
人
々
の
目

標
と
な
る
よ
う
、
こ
の
機
会
に
大
い
に
学
び
合

っ
て
議
論

を
深
め
て
い
く
こ
と
は
、
た
と
え
答
え
が
出
る
ま
で
何
年

か
か
ろ
う
と
も
意
義
深
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

北
方
四
島
や
山
火
事
等

へ
の
対
処
は

二

つ
目
の
危
惧
は
、
知
床
と
北
方
四
島
に
関
し
て
だ
。

ロ
シ
ア
は
、
す
で
に
七

つ
の
自
然
遺
産
を
登
録
し
、
現
在

一
つ
を
推
薦
中
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
世
界
遺
産
の
調
査
の

折
に
入
手
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
残
り
八
件
の
候
補
も
、

間
違
い
な
く
こ
れ
ま
で
同
様
、
順
送
り
に
出
し
て
く
る
だ

ろ
う
。
問
題
は
、
そ
の
中
に

「
ク
リ
ル
諸
島
」
が
入

っ
て

い
る
こ
と
だ
。
将
来
、
も
し
北
方
四
島
も
含
め
推
薦
し
て

き
た
場
合
、
わ
が
国
は
ど
う
対
応
す
る
の
だ
ろ
う
。

一
九

九
〇
年
、
私
は
知
床
に
関
し
て
、
将
来
の
展
望
と
し
て
北

方
領
土
が
返
還
さ
れ
た
場
合
の
こ
国
間
条
約
に
よ
る
国
際

平
和
自
然
公
園
づ
く
り
を
提
案

(註
7
)
し
た
。
そ
の
よ

う
な
選
択
肢
も
視
野
に
入
れ
た
あ
ら
ゆ
る
行
政
対
応
の
選

択
肢
は
準
備
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

三

つ
め
の
危
惧
は
、
山
火
事
に
つ
い
て
だ
。
知
床
や
白

神
山
地
が
森
林
生
態
系
保
護
地
域
と
な

っ
た
直
後
の
事
後

処
理
の
時
か
、
世
界
遺
産
条
約
の
早
期
批
准

へ
の
意
見
書

を
持

っ
て
協
議
に
入

っ
た
時
の
こ
と
だ

っ
た
と
思
う
。
林

野
庁
長
官
室
で
、
米
国
の
グ
レ
ー
タ
ー
・
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー

ン
で
起
き
た
大
規
模
な
山
火
事
の
取
り
扱
い
が
話
題
に
な
っ

た
。
当
時
の
林
野
庁
長
官
は
、
「
国
立
公
園
で
あ
ろ
う
と
、

山
火
事
は
直
ち
に
消
火
す

べ
き
」
と
い
う
考
え
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
私
の
意
見
を
問
わ
れ
、
こ
う
答
え
た
。
「
自
然
発

火
で
あ
れ
ば
、
国
立
公
園
内
は
原
則
と
し
て
消
火
す
る
必

要
な
し
」
と
。

そ
れ
は
、
ま
さ
に
当
時
の
米
国
農
林
省
森
林
局
と
内
務

省
国
立
公
園
局
の
論
争
そ
の
も
の
で
も
あ

っ
た
。
前
者
は
、

森
林
を
常
に
林
業
対
象
と
し
て
見
る
た
め
、
い
か
な
る
火

事
も
災
害
と
し
て
捉
え
る
。
後
者
は
、
そ
こ
が
国
立
公
園

で
あ
り
、
雷
な
ど
に
よ
る
自
然
発
火
な
ら
、
災
害
と
は
見

な
さ
な
い
。
従

っ
て
、
ビ
ジ
タ
ー
に
よ
る
失
火
な
ど
人
為

的
な
原
因
に
よ
る
火
事
、
あ
る
い
は
公
園
施
設
な
ど
の
建

物
近
く
や
人
の
い
る
場
所
は
例
外
と
し
て
消
火
す
る
が
、

そ
れ
以
外
は

一
切
放
置
す
る
。

知
床
は
主

に
国
有
林

で
、

"地
主
"

の
林
野
庁
と
、
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"店
子
"

で
あ
る
環
境
省
の
二
元
管
理
の
状
態
に
あ
る
。

万

一
、
山
火
事
が
起
き
た
場
合
の
対
処
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
地
元
に
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
世
界
遺
産
登
録
と
直
接
関
係
な
い
こ
と
だ

が
、

こ
の
機
会
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

か

つ
て
の
知
床
や
白
神
山
地
な
ど
、
全
国
津
々
浦
々
で

の
伐
採
問
題

へ
の
対
処

(註
8
)
は
、
林
野
行
政
の
流
れ

を
変
え
た
か

っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
結
果
、
林
野
庁

長
官
通
達

「
保
護
林

の
再
編
拡
充
に

つ
い
て
」

で
森
林
生

態
系
保
護
地
域
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
こ
と
で
、
同

一
地
域

を
二
元
的
に
管
理
し
、
予
算
的
に
も
人
的

に
も
、
国
家
財

政
の
無
駄
を
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
を

一
元
化

す
る
こ
と
こ

そ
次

へ
の
進
化
だ
と
考
え
る
。
自
然
公
園
法

や
自
然
環
境

保
全
法
な
ど
に
か
か
る
地
域
の
国
有
林
は
、
林
野
庁

の

一

部
職
員
を
含
め
て
環
境
省
に
所
管
替
え
す
る
。
そ
れ
を
検

討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

進
化
し
続
け
る
た
め
に

平
成
十
六
年

一
月
十
六
日
付
の
環
境
省
の
報
道
発
表
資

料
及
び
添
付
資
料
も
読
ま
せ
て
も
ら

っ
た
。

そ
の
内
容
は

残
念
な
も
の
だ

っ
た
。
気
持
ち
は
わ
か
ら
な

い
で
も
な
い

が
、
他
国
の
物
件
を
見
下
す
よ
う
に
受
け
取

ら
れ
か
ね
な

い
書
き
方
は
避
け
、
表
現
の
仕
方
を
工
夫
す
べ
き
だ
ろ
う
。

世
界
遺
産
に
関
す
る
こ
と
は
、
世
界
の
共
有
遺
産
で
あ
る

が
故
に
瞬
時
に
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
世
界
中

に
伝
わ
る
。
当
該
国
の
国
民
や
現
場
の
関
係
者
が
、
も
し

こ
う
し
た
内
容
に
接
し
た
ら
、
私
た
ち
の
国

に
つ
い
て
ど

う
思
う
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
「
ク
ル
エ
ー

ン
/

ラ
ン
ゲ
ル
ー
セ
ン
ト

・
イ

ラ
イ
ア
ス
/
グ
レ
ー
シ
ャ
i
・
ベ
イ
/
タ
ッ
チ

ェ
ン
シ
ニ
ー

-
ア
ル
セ
ク
」

(カ
ナ
ダ
/
米
国
)

に

つ
い

て
、
「
～
知

床
の
生
物
相
と
は
異
な
り
、
特
に
哺
乳
類
や
鳥
類
相

の
多

様
性
に
欠
け
る
」
と
あ
る
。
W
C
M
C
デ
ー
タ
を
基
に
比

較
し
た
の
だ
ろ
う
。
念
の
た
め
の
確
認
だ
が
、
約
九
八
四

万

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
世
界
で
最
大

の
面
積
と
多
様
な
自

然
環
境
を
持

つ
当
該
遺
産

に
つ
い
て
の
最
新
の
デ
ー
タ
を

持

っ
た
上
で
の
指
摘
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
現
状
が
異

な

っ
て
い
た
ら
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
。

同
時
に
付
け
加
え
て
お
く
が
、
添
付
資
料
の
内
容
の
不

正
確
さ
に
い
さ
さ
か
驚
い
た
。
世
界
遺
産
の
啓
発
に
、
国

の
行
政
が
、
誤

っ
た
あ
る
い
は
不
適
切
な
情
報
の
発
信
元

に
な
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
白
神
山
地
や

屋
久
島
に
あ
る
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
展
示
等
に
つ
い
て

も
言
え
る
。

世
界
自
然
遺
産
候
補
を
推
薦
し
登
録
さ
れ
る
こ
と
は
、

ア
ジ
ア
の
極
東
の
ち

っ
ぽ
け
な
島
国
に
あ

っ
て
、
ト
ヨ
タ

や
ソ
ニ
ー
だ
け
で
は
な
い
、
こ
の
国
の
も
う

一
つ
の
魅
力
、

先
人
た
ち
が
幾
多
の
努
力
の
末
に
残
し
て
き
た
世
界
に
通

用
す
る
自
然

の
素
晴
ら
し
さ
を
、
世
界
中
の
人
々
に
知

っ

て
も
ら
う
数
少
な
い
機
会
の

一
つ
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ

世
界
遺
産

へ
の
推
薦
は
重
要

で
あ
り
、
も
う
少
し
慎
重
か

つ
仔
細
に
検
討
を
進
あ
て
ほ
し
か

っ
た
。

長
年
、
検
討
対
象
地
域

に
直
接
か
か
わ

っ
て
き
た
多
方

面
の
分
野
の
地
元
研
究
者
ら
に
、
事
前
に
最
新
の
判
断
材

料
を
求
め
、
で
き
う
る
限
り
同

一
条
件
下
で
、
公
平
か

つ

客
観
的
な
デ
ー
タ
を
揃
え
た
上

で
の
検
討
会

で
あ
っ
た
な

ら
、
推
薦
候
補

へ
の
可
否
も
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を
持

っ

た
で
あ
ろ
う
。
候
補
に
入
ら
な
か
っ
た
地
域
の
人
々
に
と

っ

て
、
今
回
の
検
討
会
で
の
議
論
が
、
郷
土
の
誇
り
を
国
際

的
基
準
で
再
確
認
し
、
客
観
視
す
る
機
会
や
、
新
た
な
気

づ
き
の
機
会
に
な

っ
て
も
ら
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

今
回
の
環
境
省
や
林
野
庁
の
情
報
公
開
は
評
価
し
た
い
。

そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
前
進
し
て
い
る
。
今
後
、

そ
れ
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
望
み
た
い
。

わ
が
国
の
環
境
行
政
や
林
野
行
政
が
、
そ
し
て
私
た
ち

自
身
が
、
互
い
に
退
行
進
化
に
陥
ら
な
い
た
め
に
も
、
適

度
な
緊
張
感
は
必
要
だ
。
本
稿
の
意
図
を
理
解
し
て
も
ら

え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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国

新
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一
九

九

七

・
六

・
二
六

付

、

レ

ス
ト

ハ
ウ

ス
解

体

批

判

、

一
九

九
八

・

一

・
二
七

付

、

広

島

市

、

改

築

を

当

面

延
期

※

「
広

島

平

和

記

念

碑

(
原
爆

ド
ー
ム
)
」

の
バ

ッ

フ

ァ

・
ゾ

ー

ン
に
あ

る
被

爆
遺

構

の

レ

ス

ト

ハ
ウ

ス
を

世

界

遺

産

登

録

後

に

一
部
壊

し

て
改

築

し

よ

う
と

し
、

大

き

な

問

題

と

な

っ
た
。

ユ
ネ

ス

コ
、

世

界

遺

産

セ

ン
タ

ー
、

文

化

庁

の

い
ず

れ

も

好

ま

し

い

こ

と

で

は
な

い
と

い
う

判
断

で

こ

の
計

画

は

取

り

や

め

に
な

っ
た
。

た

と

え

バ

ッ
フ

ァ

・
ゾ

ー

ン
と

い
え

ど
も

、

そ

こ
に
含

め

て
推

薦

す

れ

ば

、
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註
6

註
7

註
8

世
界

の
人
々
は
、
日
本
が
そ
れ
を
責
任
を
持

っ
て

守
る
と
理
解
す
る
。
守
る
気
持
ち
が
な
い
の
な
ら
、

そ
も
そ
も
バ

ッ
フ
ァ
・
ゾ
ー
ン
に
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
の
だ
。

今
田
求
仁
夫
、
工
藤
父
母
道
、

一
九
九
〇
、
森
を

守
る
～

ア
ザ
ラ
シ
も
人
も
、
「愚
者
の
知
恵
」
柏

樹
社

読
売
新
聞
、

一
九
九
〇

・
七

・
十
二
付
、
編
集
手

帳工
藤
父
母
道
、

一
九
九
二

・
九
、
国
境
を
越
え
た

自
然
保
護
～
世
界
遺
産
と
国
際
自
然

公
園
、
「
地

理
」、
古
今
書
院

工
藤
父
母
道
、

一
九
九
二

・
十

一
、
未

来

へ
手
渡

す
人
類
の
遺
産
、
「
ア
ニ
マ
」、
平
凡
社

中
川
元
、
鎌
田
孝

一
、
根
深
誠
、
工
藤

父
母
道
、

一
九
九
〇

・
八
、
「森
林
生
態
系
保
護
地
域
」

と

守
ら
れ
た
知
床

・
白
神
の
原
生
林
、
「
山
と
渓
谷
」、

山
と
渓
谷
社
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